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９月号の主な掲載記事
☑真夏のとうもろこし巨大迷路フォトレポート　
　　　　　　　　　　� 　P. 2

☑激甚化する災害に備える　� 　P.10

☑涌谷町の人事行政の運営等の状況を公表します

　　　　　　　　　　� 　P.12

☑9月は自殺予防月間　� 　P.14

☑9月は世界アルツハイマー月間　� 　P.15



　
７
月
31
日（
土
）８
月
１
日（
日
）

の
２
日
間
、
涌
谷
町
涌
谷
字
富
沢

の
ほ
場
で
、
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ

し
「
デ
ン
ト
コ
ー
ン
」
の
巨
大
迷

路
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
思
い
出
づ
く
り
の
場
を
失
い
続

け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
涌
谷
デ
ン
ト
コ
ー
ン
迷
路
実

行
委
員
会（
代
表
：
株
式
会
社
さ

い
と
う
農
場
齋さ

い

藤と
う

常つ
ね

浩ひ
ろ

さ
ん
）が

企
画
し
た
も
の
で
す
。

困
難
を
乗
り
越
え
迷
路
が
完
成

　
企
画
が
動
き
出
し
た
の
は
、
令

和
２
年
11
月
。
実
行
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け

て
日
程
や
場
所
、
運
営
資
金
調
達

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
４
月
23
日（
金
）に
迷

路
の
も
と
と
な
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン

の
種
を
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積

に
ま
き
ま
し
た
。

　
平
年
並
み
の
気
候
で
順
調
に
生

育
し
て
い
く
か
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
湿
害
と
野
鳥
に
よ
る
食
害
が

起
き
、
種
子
の
ま
き
直
し
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
梅
雨
が
明
け
る
と
、

後
か
ら
ま
い
た
デ
ン
ト
コ
ー
ン
も

夏
の
日
差
し
を
受
け
て
生
育
し
、

人
の
背
丈
を
は
る
か
に
超
え
る
お
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よ
そ
３
ｍ
の
高
さ
の
と
う
も
ろ
こ

し
巨
大
迷
路
を
形
成
し
ま
し
た
。

　
７
月
27
日（
火
）に
は
、
史
上
初

と
な
る
宮
城
県
に
上
陸
し
た
台
風

の
影
響
で
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
倒

伏
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
被
害

が
ほ
ぼ
な
く
、
開
催
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
５
０
０
人
以
上
が
来
場

　
イ
ベ
ン
ト
本
番
の
２
日
間
は
、

雨
が
降
る
時
間
帯
も
あ
り
ま
し
た

が
、
当
初
の
想
定
を
上
回
る
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。

　
迷
路
内
で
は
、
涌
谷
町
に
ち
な

ん
だ
ク
イ
ズ
を
６
つ
設
置
し
、
回

答
し
な
が
ら
迷
路
内
を
巡
る
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
を
実
施
。
汗
だ
く
で
ク

イ
ズ
を
探
し
、
回
答
す
る
姿
が
見

ら
れ
、
ゴ
ー
ル
で
は
、
マ
ス
ク
越

し
で
も
分
か
る
ほ
ど
に
笑
顔
が
は

じ
け
て
い
ま
し
た
。

　
企
画
し
た
実
行
委
員
会
代
表
の

齋
藤
さ
ん
は
、「
来
年
以
降
も
継

続
し
て
い
き
た
い
」
と
初
開
催
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

  

  

《写真解説》①軽やかに迷路を
楽しむ②迷路挑戦記念に入り
口で撮影③ベビーカー連れの
家族も来場④デントコーンの
高さに感激⑤上空から見た迷
路。WAKUYAの文字が隠され
ています⑥おそろいのスタッフT
シャツ⑦⑧子どもたちの思い出
づくりのためスタッフの額に汗
しました⑨⑩親子・姉妹で一致
団結して頑張りました⑪クイズ
で涌谷町をPR⑫⑬達成感に満ち
たゴールのガッツポーズ

デントコーンのは種から迷路の造成、開
催当日の様子などをまとめたレポート
映像を公開しています。

― 3 ―

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫⑬



夏休みを安全に過ごすために
児童クラブで交通教室を実施しました
　7月28日（水）から涌谷町内の各児童クラブにおいて、
夏休みに突入したばかりの児童が交通事故に遭わない
ようにすることを目的とした交通教室が開かれました。
　2人の交通安全指導員によって、幼稚園・こども園
でも指導している交通ルールのおさらいをした他に、
手作りの交通標識カードを用いて神経衰弱をしながら
示されている交通ルールについて学び、反射材の重要
性と効果についても体験しました。

涌谷藩志会の活動報告
美
み

濃
の

守
のかみ

様
さ ま

御
ご

廟
びょう

を改修しました
　8月3日（火）に、涌谷町下郡にある涌谷二代邑

ゆ う

主
し ゅ

・
亘
わ た

理
り

重
し げ

宗
む ね

御夫妻の墓所と伝わる美濃守様御廟の改修を
行いました。涌谷藩志会では、これまでも彼岸や盆に
あわせて草取りや清掃をしてきましたが、地震や経年
の劣化による基礎部分のへこみ・傾きが目立つように
なってきたため、改修することとしました。
　真夏の炎天下にもかかわらず、涌谷の邑主の安らか
な眠りを守るため、額に汗していました。

これからもお元気で
満百歳おめでとうございます
　7月14日（水）に、上町区の北田ちどりさんが100歳
の誕生日を迎えました。美里町のデイサービス木漏れ
日で満百歳をお祝いするとともに、敬老祝い金を贈呈
しました。
　北田さんは、甘いサツマイモが大好物で、バナナや
あんこ餅などの甘いものに目がないそうです。普段は
他の利用者と一緒に歌を歌い楽しんでいます。
　これからもお体に十分気を付けて、ますます長寿で
ありますよう、お祈りしております。

古
こ

式
しき

獅
し

子
し

舞
まい

の伝承活動を助成
地域の伝統文化助成金が贈呈されました
　7月8日（木）に、涌谷公民館において、公益財団法人
明治安田クオリティオブライフ文化財団から涌谷町古
式獅子舞保存会に、令和3年度地域の伝統文化助成金
50万円が贈呈されました。
　保存会では、助成金を涌谷町指定無形民俗文化財に
指定されている古式獅子舞で使用する獅子頭の修繕費
用にあて、今後も伝統文化として持続的に伝承してい
きます。
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夏休み特別企画
涌谷町の下水道の仕組みを学ぼう
　7月29日（木）に、涌谷町の下水道処理施設の涌谷浄
化センターにおいて、町内在住の小学生を対象とした
施設見学会が開かれました。
　見学会では、浄化センター内の各施設を巡りながら、
汚れた水をきれいにして自然界に戻す仕組みを学んで
いきました。さらに、水をきれいにする微生物を顕微
鏡で観察したり、トイレに発生するつまりの原因など
を模型で実験するなど、さまざまな切り口で確認して
いきました。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告
ガラスフュージング体験をしました
　7月13日（火）に約8ヵ月ぶりの活動としてガラス
フュージング体験を、涌谷町内にある『あとりえ
boss&Nonko』で、後藤のり子さんに講師をお願いし、
実施しました。
　色の着いた沢山のガラス板とさまざまな色や模様の
ガラスパーツを並べて電気炉で溶かし、世界に一つだ
けの自分好みのブローチやネックレスなどのアクセサ
リーを作りました。
　人と対面で交流する機会が減少している中、楽しさ
を共有し、リフレッシュできる時間となりました。

夏休み特別企画
わんぱく塾・プレわんぱく塾を開催
　わんぱく塾では、7月31日（土）に小学4年生から6年
生までの8人が参加し、小牛田農林高等学校学校林を
会場に竹細工教室や沢

さ わ

蟹
が に

とり体験を行いました。沢蟹
を探し、森に学び、自然に触れることができました。
　プレわんぱく塾では、8月5日（木）と12日（木）に、
小学1年生から3年生までの23人が、パレット大崎の
プラネタリウムを観賞し、星や宇宙について知識を深
め、町内小学生同士で交流する機会となりました。

遠藤釈雄町長コラム

「赤とんぼ」の唄に秋を想
お も

う
　9月、秋、「赤とんぼ」を口ずさみたくなる季節となっ
た。童謡「赤とんぼ」は、私たちを幼心に誘うような
切なさと郷愁に満ちた唄である。親の愛情が薄かった
作詞者、三

み

木
き

露
ろ

風
ふ う

の幼児体験が投影されているからで
あろうか。物悲しい唄ではあるが癒される唄でもある。
　しかし、夕暮れ時、田んぼの稲穂に留まっている赤
とんぼ自身は春に孵

ふ

化
か

し、夏に羽化して秋に終わる、
短い生涯をただ懸命に生きているだけであろう。秋に
想う人間の心情の機微など知る由もないはずである。

《遠藤釈雄町長の公務（7月16日～8月15日）》
●7月19日㈪ 宮城県国民健康保険団体連合会
　　　　　　 令和3年度第1回通常総会（仙台市）
●7月20日㈫ 令和3年度みどりの畜産共進会（美里町）
 第12回宮城みどりの食と農の推進協

議会総会（涌谷公民館）
●7月27日㈫ 令和3年度古川・女川間鉄道整備促進期

成同盟会理事会並びに総会（石巻市）
●7月28日㈬ 旧迫川地区国営土地改良事業促進協議

会要望活動（仙台市）
●7月30日㈮ 第五次涌谷町総合計画後期基本計画の

策定及び農業経営基盤の強化の促進に
関する基本的な構想の見直しに係る意
見交換会（役場）
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動
な
ど
を
調
査
し
、
各
種
行
政
施

策
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　
９
月
以
降
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
調
査
へ
の
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。
調
査
員
は
、
知
事
が

交
付
し
た
調
査
員
証
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。

▼
調
査
対
象
地
域

　
裏
桜
町
、
表
桜
町

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口
生
活

班☎
０
２
２
ー
２
１
１
ー
２
４
５
５

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

秋
の
農
作
業
安
全
運
動

の
お
知
ら
せ

　
秋
の
農
繁
期
に
あ
た
り
、
秋
の

農
作
業
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

次
の
事
項
に
注
意
し
、
安
全
な
農

作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
農
作
業
に
適
し
た
服
装
で
作
業

し
ま
し
ょ
う
。

●
機
械
の
点
検
時
は
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
長
時
間
作
業
や
夜
間
作
業
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
期
間　
９
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
11
月
30
日（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

訂
正
と
お
詫
び

�

　

広
報
わ
く
や
８
月
号
５
ペ
ー
ジ

３
段
目
６
行
目
の
ル
ビ
の
表
記
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
お

詫
び
し
ま
す
。

誤
）い
っ
ぱ
ん
し
ゃ
だ
ん
ほ
う
じ
ん

正
）い
っ
ぱ
ん
ざ
い
だ
ん
ほ
う
じ
ん

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
7
月
受
付
分
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　
全
国
の
68
人
の
皆
さ
ま

 

１
０
５
万
７
千
円

▼
災
害
対
策
の
一
助
と
し
て

　
藤
村
さ
ま（
猪
岡
区
）

 

災
害
時
用
毛
布
１
０
０
枚

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
―
２
１
１
１

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が

お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。
口

座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を

当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と

で
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割

制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引

率
が
多
い
６
ヵ
月
前
納
・
１
年
前

納
・
２
年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お

得
で
す
。
口
座
振
替
の
希
望
者
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
、
希

望
す
る
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

納
付
書
で
の
支
払
な
らPay-

easy

が
便
利
で
す
！

　

Pay-easy

な
ら
、
自
宅
や
外

出
先
か
ら
、
夜
間
や
休
日
で
も
納

付
が
で
き
ま
す
。
納
付
書
の
左
側

に
記
載
さ
れ
て
い
る
収
納
機
関
番

号
、
納
付
番
号
、
確
認
番
号
を

Pay-easy

対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た

は
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
の
画
面

に
入
力
す
る
だ
け
で
納
付
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
複

数
の
銀
行
に
対
応
し
て
い
る
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
23
ー
１
２
０
０

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

９
月
は
廃
棄
物
不
法
投
棄

防
止
強
化
月
間
で
す

　
最
近
、
涌
谷
町
内
に
お
け
る
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
が
目
立
ち
ま
す
。

不
法
投
棄
は
私
た
ち
の
生
活
環
境

破
壊
に
つ
な
が
る
犯
罪
と
し
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
し

た
場
合
に
は
、
懲
役
ま
た
は
罰

金
刑
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
町
で
は
、
看
板
設
置
や
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
不
法
投
棄
防
止

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
か
ら
涌
谷
町
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

社
会
生
活
基
本
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

　
総
務
省
統
計
局（
宮
城
県
）で
は
、

10
月
20
日（
水
）を
基
準
日
と
し
、

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
生

活
時
間
の
配
分
や
余
暇
時
間
の
活

農
林
振
興
課（
涌
谷
地
域
農
業
再

生
協
議
会
）

☎
25
ー
８
５
１
１

秋
の
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

▼
重
点
目
標

▽
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
の
確
保

▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止

と
歩
行
者
等
の
保
護
な
ど
安
全
運

転
意
識
の
向
上

▽
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通

ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
根
絶

▼
運
動
期
間　
９
月
21
日（
火
）

　
　
　
　
　
～
９
月
30
日（
木
）

　
運
動
期
間
中
、
町
内
各
所
で
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
30
日
は
、
内
閣
府

が
定
め
る
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
で
す
。
歩
行
者
も

ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
一
人
一
人
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
・

譲
り
合
い
の
心
を
持
ち
、
交
通
死

亡
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６
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コロナ対策

▼
日
時　
10
月
13
日（
水
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

　
　
　
　
（
各
人
時
間
予
約
制
）

▼
場
所　
大
崎
合
同
庁
舎
４
階
入

札
室

▼
申
込
締
切　
10
月
６
日（
水
）締

め
切
り
後
で
も
受
け
付
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

（
公
財
）み
や
ぎ
産
業
振
興
機
構

☎
０
１
２
０
ー
４
１
８
ー
６
１
８

性
暴
力
被
害

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
宮
城

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
宮
城
県
で
は
、
性
暴
力
被
害
者

の
支
援
を
行
う
拠
点
と
し
て
性
暴

力
被
害
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
宮
城

を
設
置
し
、
相
談
や
医
療
機
関
な

ど
へ
の
付
き
添
い
や
受
診
費
用
な

ど
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
日
時

▽
月
～
金
曜
日　
10
時
～
20
時

▽
土
曜
日　
10
時
～
16
時

 

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

▼
問
い
合
わ
せ
先

性
暴
力
被
害
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

宮
城

☎
０
１
２
０
ー
５
５
６
ー
４
６
０

（
け
や
き
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

▼
場
所　
遠
田
商
工
会
涌
谷
事
業

所▼
受
講
料　
無
料

▼
定
員　
20
人（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切　
９
月
13
日（
月
）

《
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
》

　
創
業
予
定
者
や
創
業
間
も
な
い

事
業
者
を
対
象
に
、
創
業
に
必
要

な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
修
得
や
資
金
繰
り

対
策
、
具
体
的
な
事
業
計
画
の
策

定
方
法
を
テ
ー
マ
に
、
５
回
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時 

10
月
20
日（
水
）、
10
月

27
日（
水
）、
11
月
２
日（
火
）、
11

月
10
日（
水
）、
11
月
17
日（
水
）

　
各
日
18
時
～
21
時

▼
対
象　
ど
な
た
で
も

▼
場
所　
遠
田
商
工
会
涌
谷
事
業

所▼
受
講
料　
無
料

▼
定
員　
15
人（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切　
10
月
18
日（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
商
工
会
涌
谷
事
業
所

☎
43
ー
３
４
５
０

無
料
弁
護
士
移
動
相
談

会
を
開
催
し
ま
す

　
中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
を
対

象
に
、
取
引
上
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ

ル
、
疑
問
な
ど
に
、
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
普

段
か
ら
誰
が
注
文
し
た
か
わ
か
ら

な
い
荷
物
は
受
け
取
ら
な
い
な
ど

の
ル
ー
ル
を
家
族
間
で
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
令
和
３
年
の
特
定
商
取

引
法
改
正
で
、
注
文
や
契
約
を
し

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事

業
者
が
金
銭
を
得
よ
う
と
し
て
一

方
的
に
商
品
を
送
り
つ
け
た
場
合
、

消
費
者
は
直
ち
に
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
場
合
、
商
品
を
開
封
・
処
分

し
て
も
消
費
者
に
支
払
い
義
務
は

生
じ
ま
せ
ん
。

（
資
料　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

経
営
力
強
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

《
経
営
力
強
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
》

　
事
業
者
が
持
続
的
経
営
を
行
う

た
め
の
事
業
計
画
・
経
営
戦
略
策

定
方
法
を
テ
ー
マ
に
、
５
回
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
９
月
15
日（
水
）、
９
月

22
日（
水
）、
９
月
29
日（
水
）、
10

月
６
日（
水
）、
10
月
13
日（
水
）

各
日
18
時
～
21
時

▼
対
象　
ど
な
た
で
も

お知らせ イベント相談 募集

を
始
め
る
皆
さ
ま
が
、
金
融
機
関

か
ら
事
業
に
必
要
な
お
金
を
借
り

る
と
き
、
保
証
人
と
な
り
、
お
金

が
借
り
や
す
く
な
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
金

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
多
様
な
保

証
制
度
を
用
意
し
て
い
る
他
、
創

業
・
経
営
支
援
・
事
業
承
継
な
ど

の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
信
用
保
証
協
会
窓
口
や

金
融
機
関
の
窓
口
に
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
宮

城
県
信
用
保
証
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
信
用
保
証
協
会
大
崎
支
店

☎
22
ー
０
７
２
２

代
引
き（
代
金
引
換
）で

身
に
覚
え
の
な
い
荷
物
が

届
い
た
際
の
対
処
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
会
社
か

ら
身
に
覚
え
の
な
い
代
引
き
の
荷

物
が
届
き
、
代
金
を
支
払
っ
て
し

ま
っ
た
際
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。

《
対
処
方
法
》

　
ま
ず
は
通
販
会
社
に
連
絡
を
取

り
、
事
情
を
説
明
し
て
返
品
や
返

金
の
対
応
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

心
当
た
り
が
な
い
場
合
は
、
受
け

取
ら
ず
、
代
金
を
支
払
わ
な
い
よ

豊
か
な
自
然
を
き
れ
い
な

ま
ま
未
来
へ

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

　
下
水
道
と
は
、
排
水
管
や
下
水

道
管
な
ど
、
家
庭
か
ら
出
た
汚
水

を
集
め
、
下
水
道
処
理
場
ま
で
運

び
、
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
設
備

全
部
を
い
い
ま
す
。
下
水
道
に
接

続
す
る
と
、
汚
水
は
浄
化
さ
れ
、

川
や
海
の
水
は
き
れ
い
に
な
り
ま

す
。
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
残
す

た
め
、
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
涌
谷
町
で
は
、
宅
地
面
積
が
広

い
た
め
に
排
水
設
備
延
長
が
長
く

な
る
世
帯
を
対
象
に
、
一
定
条
件

に
基
づ
き
排
水
設
備
工
事
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
事
業
の
区
域
以
外
の
世
帯

を
対
象
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
に
工
事
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
の
条
件
や
金
額
の
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
班

☎
43
ー
２
１
３
１

金
融
機
関
か
ら
の

資
金
調
達
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
信
用
保
証
協
会
は
、中
小
企
業・

小
規
模
事
業
者
、
こ
れ
か
ら
事
業
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▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
43
ー
５
１
１
１（
内
線
５
１
７
）

ま
ち
か
ど
保
健
室（
代
表
鈴
木
）

☎
０
９
０
ー
２
９
８
５
ー
４
０
５
１

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満

▼
受
付
締
切　
９
月
６
日（
月
）

▼
試
験
日　
　
９
月
20
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
９
月
27
日（
月
）

 

い
ず
れ
か
指
定
の
１
日

《
一
般
曹
候
補
生（
第
２
回
）》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　
７
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　
～
９
月
６
日（
月
）

▼
試
験
日　
一
次
試
験

　

９
月
16
日（
木
）～
９
月
19
日

（
日
）い
ず
れ
か
指
定
の
１
日

《
航
空
学
生
》

▼
応
募
資
格

▽
海　
18
歳
以
上
23
歳
未
満
で
高

卒（
見
込
含
）ま
た
は
高
専
３
年
次

修
了
者（
見
込
含
）

▽
空　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
で
高

卒（
見
込
含
）ま
た
は
高
専
３
年
次

修
了
者（
見
込
含
）

▼
受
付
期
間　
７
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　
～
９
月
９
日（
木
）

▼
試
験
日

　
一
次
試
験　
９
月
20
日（
月
）

《
防
衛
大
学
校
学
生（
推
薦
・
総

合
選
抜
・
一
般
）》

▼
応
募
資
格

▽
推
薦 

18
歳
以
上
21
歳
未
満
で

高
卒（
見
込
含
）ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了
者（
見
込
含
）で
、
成
績
優

秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著

な
実
績
を
修
め
学
校
長
が
推
薦
で

き
る
人

▽
総
合
選
抜
・
一
般　
18
歳
以
上

21
歳
未
満
で
高
卒（
見
込
含
）ま
た

は
高
専
３
年
次
修
了
者（
見
込
含
）

▼
受
付
期
間

▽
推
薦
・
総
合
選
抜

９
月
５
日（
日
）～
９
月
10
日（
金
）

▽
一
般　
７
月
１
日（
木
）

　
　
　
～
10
月
27
日（
水
）

▼
試
験
日

▽
推
薦　
９
月
25
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
26
日（
日
）

▽
総
合
選
抜（
一
次
試
験
）

　
９
月
25
日（
土
）

▽
一
般（
一
次
試
験
）

　
11
月
６
日（
土
）７
日（
日
）

《
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
医
学

科
・
看
護
科
）》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未

満
で
高
卒（
見
込
含
）ま
た
は
高
専

３
年
次
修
了
者（
見
込
含
）

▼
受
付
期
間

▽
医
学
科　
７
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
～
10
月
13
日（
水
）

▽
看
護
科　
７
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
～
10
月
６
日（
水
）

▼
試
験
日　
一
次
試
験

▽
医
学
科　
10
月
23
日（
土
）

▽
看
護
科　
10
月
16
日（
土
）　

《
予
備
自
衛
官
補（
一
般・技
能
）》

▼
応
募
資
格

▽
一
般　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

▽
技
能　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許

資
格
な
ど
を
有
す
る
人（
資
格
に

よ
っ
て
年
齢
上
限
は
53
歳
未
満
～

55
歳
未
満
）

▼
受
付
締
切　
７
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　
～
９
月
17
日（
金
）

▼
試
験
日　
　
10
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
　
～
10
月
５
日（
火
）

 

い
ず
れ
か
指
定
の
１
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石
巻

地
域
事
務
所

☎
０
２
２
５
ー
83
ー
６
７
８
９

体
力
・
運
動
能
力
調
査
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
国
民
の
体

力
・
運
動
能
力
の
現
状
を
明
ら
か

連
合
会

☎
０
２
２
ー
２
５
６
ー
６
５
１
２

講
演
会

「
生
き
る
」っ
て
大
変
‼

で
も
…

～
自
己
肯
定
感
へ
の
道
す
じ
～

　
子
ど
も
も
大
人
も
い
ろ
い
ろ
な

思
い
や
悩
み
を
抱
え
て
生
き
て
い

る
現
代
。
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ

て
い
る
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
、

ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
場
所
や
時
間

が
ほ
し
い
、「
何
か
で
き
な
い
か

な
？
」
と
考
え
て
い
る
人
、
一
緒

に
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　
10
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館

▼
講
師　
尚し

ょ
う

絅け
い

学が
く

院い
ん

大だ
い

学が
く

名
誉
教

授　
元
尚
絅
学
院
大
学
付
属
幼
稚

園
園
長　
岩い

わ

倉く
ら

政ま
さ

城き

氏

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法　
電
話
で
事
前
申
込

し
て
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
定
員

（
60
人
）に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

▼
申
込
締
切 

９
月
24
日（
金
）

▼
そ
の
他 

体
温
が
37
・
５
度
以

上
あ
る
な
ど
、
体
調
が
悪
い
人
は

参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
参
加

す
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。
開
催
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
講
習

エ
ク
セ
ル
２
０
１
６

平
日
コ
ー
ス

　
令
和
３
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
や
寡
婦
を
対
象
に
、
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
６
日（
水
）

　
　
　
～
12
月
１
日（
水
）

　

各
水
曜
・
金
曜
日
全
16
回（
11

月
３
日（
水
）は
文
化
の
日
の
た
め

休
講
）

▼
場
所　
宮
城
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
宮
城
県
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
や
寡
婦
で
、
全
日
程

受
講
で
き
る
人

▼
受
講
料　
無
料（
た
だ
し
、
教

材
費
・
検
定
料
と
し
て
別
途

１
万
６
千
円
程
度
か
か
り
ま
す
）

▼
定
員　
10
人
程
度（
３
歳
以
上

小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
の

無
料
託
児
が
あ
り
ま
す
）

▼
申
込
期
間　
８
月
20
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
９
月
15
日（
水
）

▼
申
込
方
法　

官
製
は
が
き
や

フ
ァ
ク
ス
で
、
講
習
名
・
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
・
託
児
の
有
無
を

記
入
し
て
、
９
月
15
日（
水
）ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
選
考
と
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
母
子
福
祉

広 報 わ く や 令和3年9月1日発行 ― 8 ―


